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自然の恵みと人聞の消費活動
東洋大学情報連携学部
花木啓祐
hanaki@iniad.org 
生態系の中での人工的な消費
a)自然の生態系 b)人工的消費を含む生態系
限CPンンポクウム加7-12
自然の恵みと人聞の関係
運動
(0)人間活動の彫馨圃の白血7;
--ー・ 現托
人間生J百の尭毘と理壇への~曹
理壇負荷の考え方
産業革命前後の物資利用の比較
自然循環の一部(木、土、紙)
人工的な微量化学物質、二酸化炭素の問題なし
>支持できる人口に限界
人工的な物質生産、非循環
増え続ける人工的な微量化学物質
根本的問題としての二酸化炭素排出
>100億人の人口を支える
IRCPシンポジウム 2刷7-'2
日本の森林面積
|園名 森綜面積(9也) 可住地(%)
スウェー デン
日本
マレーシア
随国
tラジル
EU平均
rメリカ
ドナランダ
The Wo~d Bank (2016) 
Oata in 2015 
68.9 31.1 
68.5 31.5 
67.6 32.4 
63.4 36.6 
59.0 41.0 
38.0 62.0 
33.9 66.1 
11.2 88.8 
限CPシンポジウム 2011-12
z 
4 
6 
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l一色
制 醐割掛副陪附川剛山
程一.U.I:M'T..刷Jl....1I...~(.......u....一・町、…"に.・でeい. "野，"，o.総資環iOllliH...剖申周到..在3
IRCPンンポジウム 2Q11口
-東s・a・t，"・・AXM一
'" .・'" '"羽目 岨 叩州. "・憎a
8・野f干寵線道温色息袈{寧鴎""'"開討困混在〉
。RCPシンポクウム笈)11-12 7 
人口集中に伴う土地利用変化(埼玉県) 本来の都市と里地里山の循環
???????
??
??
同 叩 叩叩
λロ伴A)
埼玉県白土地利用と人口の変化('趨玉の土地百年阪と園努調査に基づき花木作成}
-人口の増加に伴い、農地が都市用地に転換
.霧林の減少は大吉〈ない
限CPンンポクウム加17-12 9 
森林資源と地域活性化 資源としてのバイオマス
o長所
-再生可能資源
-炭素中立(C02ゼロ)
・人工的な有害物質の発生なし
o制約
・収集と取り扱い
・天候と土地に依存
oエネルギー収支の問題
.バイオ燃料
IRCPシンポジウム 2017口 12 
自然と人間の関わりの在り方を追究する 
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バイオマスのタイプと利用方法
。森林バイオマス
-伝統的バイオマス(薪)
-阜成樹の植林
利o燃用料方法としての直接利用。 農業バイオマス
-食料 。液体燃料への転換
-農業廃棄物 。惣差益(バイオガス)
。都市バイオマス
-固形廃棄物 o資(コ源ンとポしスてトの〕利用
。童品・紙木質
-排水
。下水汚泥・し尿
IRCP~ンポヲウム加11-1 2
持続可能な新しい地域の姿
o持続可能な地織の実現
-抑制的な持続可能性→縮小均衡→衰退する地媛×
・ダイナミツヲな持続可能性の実現→新たな地減の実現
o化石燃料依存地減→低炭素排出地場
→再生可能型地媛→社会全体の資源消費の抑制
o社会・経済面の活性化
・付加li値の創出
・地機内外の雇用鴛出
o都市の再生
-コンパヲトシティ、スマートシティ
|低炭素地媛を再生の推進力にl
限CPシンポクウム 2011-12
地域主導のエネルギー供給
「緑の分権改革』の一環 .. ‘災a・三K・A-，d時.... ‘・
-地域の自給力とi1J富力 。鍵待合
13 
15 
-エネルギーの地産地消、 . -』.，.E-圃.凶.--ー咽跡冒哩・・
大都市への輸出
f轟1エネルギー資源.バイオマス{林地、農地)-風力の利用
-小水力
課題 (緯轄省〉
-効率的な経営vs地元が潤う事業のかたち
-コミュニティ強化への効果
問CPシンポジウム却11.12 17 
バイオマスからの資源とエネルギー回収方法
以でご直接燃焼 パィオガス生 パイオ燃料生成 産
木質 適切 平可能 平可能
盛業生産物 不適切 可僅だが価{窒適切低下
塵業廃棄物 適切 生物分解性 第2世代での
次第 み可能
畜産鹿棄物 含水車決算 適切 不適切
エネルギー 投都市童品 入必要 適切 平適切
紙 適切 平可能 平可能
IRCPシンポジウム却"・口
{t"t炭素社会実現と地域
oエネルギー供給側対策
・炭素強度(エネルギー量あたり
のcoヮ排出)の低減
=エギルギ一種の賢い選択
。需要側対策
・エネルギー強度(GDPあたりの
エネルギー消費)の低減
=省エネルギー・省資源
o都市の構造
・炭素強度低減やエネルギー強度
低減を実現する場
IRCPシンポクウム 2011-12
コンポスト
平可飴
可能だが価恒
低下
可能
適切
適切
可能
再生可能エネルギーの可能性と課題
主な再生可能エネルギーのポテンシャル
盟備容量ポチン 出典シヤル(lj刷、。
主曝光{住宅以外) 14.929 環境省(20")
太陽光{住宅〉 4.000 A陽光発電也会 中長期ピクョン
風力(陸上} 282M 理境書(2011)
風力(浮上} 157.262 理境書(2011)
中山水:IJ 1.444 理境書(2011)
参考設省利用撃がそれぞれ異なることし注意.20田年の電気$象者の総設備
署環警霊境t省ま0E0.41皿1)万k平wo成〈2環2境年省度(20再"生)可.鍵工ネル宇一等入ポテンシャル調査
。高コスト→フィードインタリフの導入
。賦存地と需要地の不一致
。技術的課題(系統連系)
IRCPシンポジウム却".口
14 
18 
「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.12 別冊 シンポジウム・研究会 編 
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太陽光発電と地域活性化(大規模)
年周忌通銀念場角の斜面白鎚霊
20 
?? ? ?
? ?
?
? ?
? ? ?
?
?
??
????
「
?
メガソーラー
遊休地を「エネルギー地JI二
積雪地妓でも可能
ポテンシャル 訟備容量{万凶N)
目公尖某盟主E物 2.315 
発電所・工場等 2.896 
低・未利用地 2.735 
録作放棄地 6田3
4、t十 14.929
(現寝省 2011)
雷国型メガソ ラーー
19 
唖阜県郡上市白島町石徹白仏、止しろ〉ー
小水力発電と並行した地峨づくり
活動の相乗効果
・農産物加工所再生
(電気代削減+特産品開発)
-地元女性グループによるカフェ
(小水力発電見学者へ郷土料理
のもてなし)
-110戸270人の集落への移住
関CPシンポクウムヨ)11-12
電力自給を目指す
太陽光発電と地域活性化(住宅)
o住宅用太陽光発電
・消費地に近いところでの発電
・ライフスヲイルへの効果
・電力消費を抑制する効果
・工コヲウン開発のシンボル N回 O実益託験地区
・ゼロエネルギー住宅(ZEH)の推進 岬 馬県木図耐
M'e・.示 ー，.岬幽 _. 
ト一一"~I ・曾ττT〓 rl ~叶HH ­
思議1f齢↓Jll iJι4..，_...~.~~­
中長閤ピジョン .l..ー ~と五..a.i.lllllll且.J.I!砂
rJPEA円Jμ』ιa〓..-.1111111 111 1 11 11 1 
剖 1∞K2回目j ・叫:~ :::: ::.:-:-!-!-十日-:-!;!I
限CPシンポクウム加17-12 22 IRCPシンポクウム 2011-1221 
モノの行く末ー廃棄物発生量
lirぺ
図五与の度実勉舞金量
【環境銭計象万17年度にi¥づ。
1:F| 
消費をヒトの代謝になぞらえる
圏
一人."とり写叙1USド'IW人年l
a市長蔓勉舞金量Uトンf人年}
。動脈と静脈
oエンドオブパイプ鍍術
大気汚染対策排水処理
く公害対策伎術>
思界.資源循環・温暖化
。動脈側
再生量増加と消費量抑制
。静脈側
環筏による同化量矯加
排出量を抑制
資ilj:再生を糟大
24 23 限cp;:"ンポジウム田7-12
自然と人間の関わりの在り方を追究する 
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減ってきた廃棄物量
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横浜市のごみ収集量の推移.，.t十ポ働タルヲイトロ011112・.，rn 附CPシνポジ今ム 初日."
誘発負荷一見えない環境負荷
'RC円，ンポジウム 2017.12
循環型社会の進展 .同 輔副哨
wv，~ 
紘一
S電車隼直11(=GOP/頁然資証等世入量) .到 ……...:.OPで=.-m薗
s珊帽用車(=偏理制用量ペ 信環刷用量+ i聖1 曲胴園田~.... .. 圃圃・司
寛徳貨車~瞳入量]) 置:1 “一・ "・ ・・…・ ・・・・1
量鍵処分量【=廃車鞠の根立量3 ・:1 :.:.. .:1 
崎醐圃醐嗣嗣圃帽
.，ふる3・・"・・"". .，レ，~ ・・・_.
! !P~:44円三司
お|附 1I..<:Iom・.，..・岡崎町帥.障制CPシシポシウム>0"・H
社会に蓄積しつづけるモノ
.，21 _・区.，. 欄フ。~ C淘M‘.，
急創10‘.，. 、
2・‘
.，_…嗣…岨臨 ……ー叫眠一一
酬聞
..・0・."・. ，・・a・R・・J:!1;...・4・・・
27 28 .昨Pシンポジウム 201.12
隠れたフロー 減らせるモノと減らせないモノ
表日本の活動に伴う園内外の隠れたフロー 。自然の循環の中で使うそノ
圏内・舛"1担額 量{圃トン〉 Il"t -水資源信者・不用貧血楠{軍主量を合
む} OJ' o消費畳は減らせないが環境負荷は減らせるモノIil肉の隠れ B重論.>:.，:伴う畠帽量 5.95 白内賀高睦入量たフロー 量
j:18見昼食量 01)7 8.9Oftトン -食料の選択{植物性ヲンパク、魚}
国向古.t 6，31; -カー ボンフットプリント、工コマー ヲに基づく消策選択
鎗石・不用総桐{置主量を合
28.16 蟹槍品入量賞o:1lよむ 。長寿命化、繰り返し利用む3
白"の隠れ j:1直通食量 1.42 8.07ftトン -建物、基鍍施設
たフロ 量ー 間銀倹臨量 0.59 
向笠車崎冊目制控入量 0.l0 。モノの所有から共有
副外合計 31)27 -シェアリング{カ シーェアリング、オフィスシヱアリング)
買酷.lI'股入量合計 描踊
18.91瞳トン oモノからサービスへの転後
2(刷 年血の傭
附 ・情報鮒凶 問附句碑縄問蜘t帽
附CPシンポジウム 却げー ロ 29 IRCPシシポジウム却げ.日 30 
「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.12 別冊 シンポジウム・研究会 編 
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水資源
。再生可能資源
o利用可能水資源=降水量一蒸発散量
・気候変動の影響
o消費量+維持水量<利用可能水資源量
。地域的なアンバランス
・東京の場合:水資源自給率11%
。水質が水資源量に影響
o水資源利用と水害(ダムの運用)
IRCPンンポジウム 加 7-12
利用可能水資源量の地域差
包蓋~~王室 古 C ! l 
;ス圭言YFHii
j 弓圭昌吉 gEEL-→
!昌三===t"'!， C=デー . • 
j :匡』・冨ZZ:E
22SVZ1芯広滋足怨忽C句d
-2-2 .‘.水且2及民え叫J玖'肉‘.. 怠1".
食料資源 モーノとして必要、再生可能
限CPンンポフウム加7-12
31 
33 
35 
降水量の世界比較
.・初旬d・1 -A.'ヒv... ・且本賞a・.".，嗣Vλ .，
MωJ，-I，oω ・ ・ '"掴刷嗣倒閣・・..，剛 ，.M剛
圃E m-- 2M・圃置・ z・4→川 'OU~ 圃 .......>>~tJ' I叫・園 町・一軒・・cコー_.:.，_
- ，刈a・・・0:=
E …ー-盟~ 作 ""(;7・0:=一一但盟国・.. ".，_ 『竜吾川EB" 
和 3・
園 lI."''.1I:J
~ m . ・・3. ，駒 田- ..，，~ . .刊，，.， ロ
.'A・9ヒψ.・..・.A・た"1*..:'.
t・lU.O………一一…m一一一一一E ‘・1-2-1 ~壁"3atø:凋・皐a・・
東京の水資源
事暢"'.版図志""策濠""~，園陸ヨミ遇制
限CPシJポジウム 2017-12
地下水
渓・他企附卸e、健司.隠111-"海の司F鵠肩書‘ぞ由也'"・-・..司". 
也奥定定温震後傷金量1.1.，
限CPシンポyウム 2017-12
32 
34 
36 
自然と人間の関わりの在り方を追究する 
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知恵・循環システムの再活用
{温故知新)
江戸時代と現代 のモノ利用とくらし
孟E堕盆
モノ・カネがないから循環させざるを得ない
循環型の物質利用だが、生活の質が低い
非再生可能資源を使わない未来のくらしへ
。モノは最終目標ではない
。再生可能な「自然の恵みJのモノは持続可
能な範囲で使う
・太陽、水、風
・食料、土地
.バイオマス
。廃棄物を作らず、モノとして循環させる
olCTのもたらすもの
・代管効果
・効率的な物流、人流
IRCPンンポジウム 2017口 38 IRCPシンポジウム 2017-1237 
自然保護についての人びとの意識の変化
開，警の婦げdとなる
など不要なζ e
人剛益金との調布参園"
ながら温めてい〈 ζξ
自然保護とはつ且E.-
里里F
E 置
:・・
A間企常生活してい〈止め
に最も豆畏なご，
1906年10'調査
1991tr:6Jl調査
循環型社会に対する考え方
???
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
1996年"'調査
20例年50調査圃・・・.. .. 霊毛主会への動時間す入れられぬ
・生活水撃を落とさず慣環聖位劃こ移行
・多少生活水撃が稽ちて毛緬環霊階会への事唱はやむを得怠い
・生活水準が落名ても纏環空位劃ニ移行すべき・わ泊、ら品、
2OClifJ6J'1調査
40 IRCPシンポジウム 2017-1239 
肉圃. ....田町二掴ずる鑑，..査団'"
IRCPンンポタウム 2017口
おわりに一将来の見通しと日本の役割
-生活は大きく変わっ
たが満足度は変わら
ない.
・石油危様のような急
激な変化I主主~jj!度杢
低下さぜる.
生活に対する満足度
88 
日
UNEPID!Ii!資逼パネル
が示している器室園・
・国肋間縄緬岡山 ゐ叫戸時
山山町 岨 >>d.，virono..aJ
~.6-"m~~. IU，判A
中川ahh..W.. 品菅ゐ叩舗
~to…阻d…一一
4日
現世代の設寄l
.自然の轟み巷損ねない持続可申Eな
人間活動を実現
-そのための人のくらしのあり方の実践
2日
問CPシンポジウム 2017-12 42 
197日 198日 1990 2日O日 2010
_.，_溝昆lsatisfi巴d _.，_不調un司 tisfied
内・S開園畏笠泊三.する'暗調盆世間 旭町
IRCPンンポジウム 2017口 41 
2020 
日
1960 
